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宇田 有三

中
米
七
カ
国
は
、
北
と
南
の

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
結
ぶ
地
峡
に

位
置
す
る
。
日
本
か
ら
見
る
と
、

地
球
の
反
対
側
、
時
差
が
十
五

時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

中
米
の
中
で
最
大
の
国
は
ニ
カ

ラ
グ
ア
共
和
国
。
だ
が
、
そ
の

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
旅
行
者
か
ら
「何

も
な
い
国
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て

も
、
興
味
を
ひ
き
そ
う
な
記
述

は
あ
ま
り
な
い
。
観
光
立
国
／

平
和
の
国
で
あ
る
隣
国
コ
ス
タ

リ
カ
と
比
べ
る
と
、
華
や
か
さ

は
感
じ
ら
れ
な
い
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
首
都
マ
ナ
グ

ア
は
、
人
口
百
万
人
。
で
あ
る

の
に
、
ざ
っ
と
見
渡
し
て
み
て

も
目
に
入
る
高
層
ビ
ル
は
、
た

っ
た
の

一
つ
し
か
な
い
。
そ
の

「何
も
な

唯

一
の
建
物
は
以
前
、
米
国
の

「バ
ン
ク

・
オ
ブ

。
ア
メ
リ
カ
」

だ

っ
た
の
を
、
今
は
政
府
の
ビ

ル
と
し
て
使

っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。

こ
れ
が
本
当
に

一
国
の
首
都

な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。

米
国
で
起
き
た
九
月
十

一
日

の

「テ
ロ
事
件
」
の
あ
と
、
ニ

い
国
」
か
ら

カ
ラ
グ
ア
の
名
前
は
、
世
界
の

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
七
九

年
、
革
命
に
よ

っ
て
社
会
主
義

政
権

（サ
ン
ダ
ニ
ス
タ
政
権
）

が
樹
立
さ
れ
た
。
当
時
は

「東

西
冷
戦
」
と
い
う
時
代
で
も
あ

り
、
レ
ー
ガ
ン
元
大
統
領
率
い

る
米
国
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
積

極
的
に
軍
事
介
入
や
経
済
封
鎖

を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、

年
率
２
０
０
０
０
％
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
イ
ン
フ
レ
を
経
験

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
だ
が
、

サ
ン
ダ
ニ
ス
タ
政
府
は
、
米
国

の
や
り
方
に
屈
し
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
、
米
国
の
介
入
を
法
的

に
解
決
す
べ
く
、
国
際
司
法
裁

判
所
に
訴
え
た
の
だ
。

米
国
の
行
為
は
実
は
、
国
際

社
会
で
初
め
て
、
国
際
司
法
裁

判
所
に

「国
家
テ
ロ
」
と
認
定

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
行
き
過

ぎ
た
政
策
を
と
っ
た
サ
ン
ク
ニ

ス
タ
政
権
は
九
〇
年
、
選
挙
で

負
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

革
命
二
十
五
周
年
の
記
念
日

（七
月
十
九
日
）
を
祝
う
マ
ナ

グ
ア
を
訪
れ
た
。
首
都
の
広
場

は
、
人
び
と
の
熱
気
が
渦
ま
い

て
い
た
。
参
加
者
の

一
人
が
話

し
て
く
れ
た
。
　
　
　
（

「私
た
ち
は
、
今
の
政
権
に

反
対
し
た
リ
サ
ン
ク
ニ
ス
タ
勢

力
を
支
持
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
の
で
す
。
私
た
ち
が
求
め

て
い
る
の
は
昔
も
今
も
、
不
正

義

・
不
公
平

・
不
条
理
な
社
会

体
制
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
な

ん
で
す
」

「何
も
な
い
国
」
に
は
ま
だ
、

自
ら
の
理
想
と
す
る
社
会
を
作

り
上
げ
よ
う
と
す
る
人
び
と
の

熱
意
と
意
欲
は
残

っ
て
い
る
―

そ
う
報
告
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。


